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 物価高や移民を巡る対応の迷走から支持率は低迷
 特に、低所得者が多いとされる黒人層やヒスパ
ニック系からの支持率が大きく低下

 また、民主党支持者からは同氏が「高齢」という
点も懸念の一つに挙げられている

 副大統領候補に高い人気のオバマ氏の名前が浮上

ニッキー・ヘイリー(52)

女性大統領候補。
アイオワ・ニュハンプシャー
の予備選でトランプ氏に敗北
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舌鋒鋭い保護主義者
元・大統領

 大統領選挙の結果を覆そうと画策した件をはじめ、
以下4つの事件で裁判を抱える(左下図)

 退任後も依然として広く支持を集めており、共和
党の大統領候補の最有力（右下図）

 副大統領の座を狙い、複数の有力議員が売り込み
をかけている

不倫の口
止め料を
虚偽の
記録

業務記録
改ざん

大統領退任
時に

機密文書を
持ち出し

選挙の不正
を主張、議
会の襲撃に
繋がった

ジョージア
州への選挙
に圧力

3月~ 5月~3月~ 8月~

機密文書
持ち出し

大統領選の
手続き妨害

選挙へ
不当介入

「トランプ氏の抱える裁判と時期」 「共和党候補の支持率」

0

20

40

60

80

2022/7 2023/4 2024/1

(%) トランプ氏

ﾆｯｷｰ･ﾍｲﾘｰ氏

ﾃﾞｻﾝﾃｨｽ氏

りそな経済フラッシュ
（バイデン v s トランプ再び？）



◎注意事項 お問い合わせは、取引店の担当者までご連絡ください。
当資料に記載された情報は信頼に足る情報源から得たデータ等に基づいて作成しておりますが、その内容については明示されていると否とにかかわらず、弊社がその正確性、確実性を保証するものではありません。また、ここ
に記載された内容が事前の連絡なしに変更されることがあります。また、当資料は情報提供を目的としており、金融商品等の売買を勧誘するものではありません。取引時期などの最終決定はお客さまご自身の判断でなされ
るようお願いいたします。

◎注意事項をよくお読み下さい

2015/11 2016/4 2016/9 2017/2 2017/7 2017/12

△ 20

△ 10

0

10

20

30

40

50

NYダウ

ドル/円

+31%

+11%

(%)

日経平均

+33%
大統領選挙
トランプ勝利

3 .大統領就任1年後の各資産の推移

出所:Bloomberg

りそな経済フラッシュ
（バイデン v s トランプ再び？）

2024年 1月 26日
りそなHD 市場企画部

担当：苅谷

2019/11 2020/5 2020/11 2021/5 2021/11

△ 20

△ 10

0

10

20

30

40

50

NYダウ

ドル/円

+27%

+10%

(%)

日経平均

+22%

大統領選挙
バイデン勝利

コロナ
ショック

 選挙当初は、富裕層やキャピタルゲインへの増税政
策から株価にはネガティブと予想されていた

 しかし当選後は、大規模な経済対策に焦点が当た
り、リスク資産は大きく上昇

 選挙当初は、減税政策等を打ち出すも、保護主義的
で過激な言動が懸念され、当選時にはリスクオフの
動きが予想されていた

 当選後、減税政策への期待感が高まり、リスク資産
は大きく上昇し“トランプラリー”と呼ばれた

就任1年後の各資産の推移 就任1年後の各資産の推移
（就任時2016/11＝0%）（大統領選挙2020/11＝0%）


